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　凍結抵抗性を獲得する温度（2℃～11℃）は8℃～5℃の間で始まり、2℃が最も凍結抵抗性が高まる（図１）。
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　幼苗期（3～4葉）におけるレタスの低温に対する反応をみたところ、2℃～11℃の範囲であれば凍結抵抗性を獲
得する温度は2℃～5℃、実際に凍結しても-4℃までは顕著な生育遅延はみられなかった。

平成21年度農業総合センター成績概要

　凍結後の生育（処理33日後）を茎葉部の乾燥重でみたところ、0℃～-4℃の処理ではその後の生育に影響が
みられない（図４）。

　凍結抵抗性を獲得した苗（2℃）を凍結したところ、凍害が発生する温度（臨界温度）は-4℃以下であり、-2℃
では障害がほとんどみられない（図２、図３）。

図１．低温馴化の温度と凍害発生

図４．凍結処理とその後の凍害図３．凍結処理後の状況（12月8日撮影）
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図２．凍結処理と葉の凍害


